
　　印刷製本費は何に対し、支出したものか。

問　被保険者が400名ほど減ったということ
だが、歳出総額は増加となっているとの説明
があった。被保険者が減少しているのに歳出
総額が増加となっている要因は何か。
答　5年度末の被保険者数は、4年度末と比較
すると、421名減少している。しかし、一人
当たりの医療費が、4年度と比較すると、14
％程度増加している。そのため費用全体は増
加している。
問　特定健康診査は市外の医療機関でも受診
可能となっているが、どのくらいの人数が市
外の医療機関で受診しているのか。また、対
象となる医療機関を増やす考えはあるか。
答　市外では、蓮田市、久喜市、宮代町の医
療機関で受診することができる。全体の受診
者は2,359名だが、このうち237名が市外で
受診している。現在は、南埼玉郡市医師会と
単価契約を結んで実施している。医療機関を
増やすということは、他の医師会と単価契約
を結ぶこととなるため、実質的には難しい。
問　外国人の国民健康保険への加入状況と、
保険税の滞納状況はどのようなものか。
答　外国人の加入者は135名で、滞納の状況
は、把握していない。

答　主なものは、保険料納付通知書の作成費
用である。

　県後期高齢者医療広域連合は、3年度の保
険料改定で特別軽減制度を改悪し、後期高齢
者の保険料は年々引き上げられた。さらに消
費税の引き上げも行われた中で、保険料の引
き上げは高齢者の生活を脅かし、一層苦しい
ものにしている。

問　シニア元気アップ教室は、希望者全員が
参加できるのか。
答　定員により、参加できないかたも数人程
度いる。

　介護保険制度は、高齢者に対する介護サー
ビスを一体的、効率的に提供し、社会全体で
支える制度として平成12年4月から実施され
てきた。しかし、高い保険料と利用料を負担
できず、制度があっても利用できない人がい
る。また、度重なる制度改悪が行われた。

問　野牛・高岩土地区画整理事業では、事業
完了後に新しい町名となった。本事業では、
どのように考えているか。その検討時期や方
法は。
答　事業完了に併せて新しい町名を設定して
いくものと考えている。現在、具体的な時期
や方法は決まっていないが、新しい町名を決
める際は、民意を反映できるよう、適切な方
法で検討を進めていく。

問　4年度から負債が減っている理由は。
答　企業債の償還が進んだためである。

問　中川流域下水道維持管理負担金の料金改
定の具体的な予定はあるのか。
答　県からは、7年4月から1㎥当たり40円か
ら43円とする案が提示されている。
　本市の公共下水道事業の経費回収率は高い
水準にあり、料金水準も適正であることから、
現在のところ、料金改定は考えていない。

問　今後、区域内の対象世帯が更に減ってい
くと想定されるが、現状のままでは事業運営
が難しいのではないか。
答　農業集落排水は、公共下水道に接続する
ことで経費を抑えることができると試算して
いるため、将来的には接続していく予定であ
る。

　市立学校適正規模・適正配置等計画策定事
業、公立保育所ＩＣＴ導入事業、白岡駅西口
線整備のための土地開発基金の積み増し、大
山小学校閉校式典事業費補助金などを増額す
るものです。
問　市立学校適正規模・適正配置等計画の策
定について、事業予算3,400万円の算出根拠、
策定に要する期間、委託範囲は。また、庁内
で手作りすることを検討したのか。職員によ
る策定は難しいとのことだが、どう難しいのか。
答　複数の事業者から見積を徴取し、算出した。
期間は8年度中を目途とする。委託範囲は課
題の整理や児童・生徒数の将来推計等の基礎
データ収集及び技術的提案とする。当初、当
該計画は教育委員会内部で策定を進めていた
が、単なる課題対策ではなく、魅力的な学校
教育を行うための計画策定には、民間事業者
の知見を活かし、市職員は調査研究や意見聴
取等に丁寧に対応することが重要であると判
断した。

問　保育所入所選考ＡＩマッチングシステム
導入で、どの程度審査期間が短縮されるか。
答　従来は入所内定通知の送付が2月上旬で
あったが、1月中旬頃に短縮できる見込み。
問　白岡駅西口線道路改良事業の駅前広場整
備について、銀行跡地は、どのような利用を
計画し、整備を進めるのか。
答　駅前広場の整備は、複数年にわたり段階
的に進めていく。第一段階の整備として、銀
行跡地は、駅前広場の最終的な形状の一部と
なる整備を行う予定である。
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《5年度　特別会計決算》
議案 区分 歳入 歳出 差引額
第66号
第67号
第68号
第69号

47億5168万7千円
7億9064万9千円
40億7159万7千円
3億572万6千円

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険

白岡駅東部中央土地区画整理事業

※千円未満四捨五入

46億3008万6千円
7億8663万7千円
38億8767万7千円
2億7852万4千円

1億2160万1千円
401万2千円
1億8392万円
2720万2千円

《5年度　公営企業会計決算》
議案 区分 収益的支出収益的収入 経常利益 当年度未処分利益剰余金
第70号
第71号
第72号

10億7567万円
9億1080万4千円
8094万5千円

水道事業
公共下水道事業
農業集落排水事業

※千円未満四捨五入

9億2084万7千円
8億8514万4千円
8023万7千円

1億5482万3千円
2566万円
70万7千円

3億1079万２千円
5101万6千円
141万4千円

白岡駅東部中央土地区画
整理事業

議案
第 69号 認定

５年度　公営企業会計決算

６年度　補正予算

一般会計(第4号)議案
第 60号 可決

答

問

答

問

答

問

議案
６
年
度
補
正
予
算

区分 補正前予算額 補正額 補正後予算額
第60号
第61号
第62号
第63号
第64号
第73号

一般会計 (第4号)
国民健康保険 (第2号)
後期高齢者医療 (第1号)
介護保険 (第1号)

白岡駅東部中央土地区画整理事業(第1号)
一般会計 (第5号)

186億2275万2千円
45億3333万6千円
9億3195万1千円
41億1688万6千円
2億9519万1千円

191億7958万4千円

5億5683万2千円
370万7千円
201万1千円

1億9505万5千円
4226万円
506万円

191億7958万4千円
45億3704万3千円
9億3396万2千円
43億1194万1千円
3億3745万1千円

191億8464万4千円

議案
第 70号

可決・認定 水 道 事 業

議案
第 71号

可決・認定
公共下水道
事業

議案
第 72号

可決・認定
農業集落
排水事業

ルビあり➡
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